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はじめに 
 

 本書で説明しているプリンタドライバ画面は、Petit Lapin シリーズを使用しています。 

 なお、WindowsNT4.0 は、マイクロソフト社のサポートが終了しておりますので、プリンタド 

 ライバは提供いたしますが、サポートは行いませんので、ご了承ください。 
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１．Windows NT 用プリンタドライバについて 

   Windows NT 用 Petit Lapin シリーズのプリンタドライバは、「ドキュメントの規定値」として 

  独自に「プリンタ」、「用紙」、「動作モード」、「デバイスの設定」、「クリエイトフォント」、「ユーテ

ィリティ」の６個のタブを所有しており、各タブにおいて様々な設定が可能です。 

   ドキュメントの規定値を設定する為には、図 1 に示すように「プリンタ」フォルダの中にある、 

  PT200e プリンタを選択し、「ﾌｧｲﾙ(F)」->「ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄの規定値(L)…」メニューを選択するか、右クリ
ックして「ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄの規定値(L)…」メニューを選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  注意） 「ドキュメントの規定値」で設定可能な項目には、「プリンタ設定ツール」で設定可能な 

     項目と重複するものがありますが、プリンタドライバを使用して印字を行う場合は「ドキュ 

     メントの規定値」での設定が有効となります。またアプリケーションソフトの印刷ダイアロ 

     グから呼び出すプロパティでは、一時的な設定変更を目的としており、機能も限定されてい 

     ます。 

 

２．「プリンタ」 
   図 2 に「プリンタ」画面を示します。ここではドライバのバージョン情報が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1．「プリンタフォルダ」画面 

ﾌﾟﾘﾝﾀの名称はﾄﾞﾗｲﾊﾞｾｯﾄｱｯﾌﾟ時に任意に設定できます。 
ﾃﾞﾌｫﾙﾄ指定では、PT200e は「SATO PT200e」です。 

図 2．「プリンタ」画面 
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３．「用紙」 
   図 3-1 に「用紙」画面を示します。ここでは使用する用紙に関する各種設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)使用する用紙を選択します。使用する 
   用紙が登録されていない場合は(5)「用
   紙登録」により登録してください。 

(3)印字ﾚｲｱｳﾄの基点を補正します。通常は
   0 です＊)。 

(2)用紙搬送方向に対する印刷方向を設定 
   します。 

(4)各仕様のﾌﾟﾘﾝﾀにおける、用紙搬送量を
   補正します。 

(5)「用紙登録」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸすることにより、
   図 3-2 に示す「用紙登録」画面が表示 
   されます。「用紙編集」をｸﾘｯｸした場合 
   は「用紙名」に表示されている用紙の編
   集になるだけで、設定内容は同じです。

(6)ﾁｪｯｸしておくことにより、「用紙登録」
   を選択した際の初期値に、「用紙名」に
   表示されている用紙の設定値を適用し 
   ます（ﾌﾘｰｻｲｽﾞの設定値は適用できませ
   ん）。 

(7)「用紙名」に表示されている登録済み 
   用紙を削除します。 

(8)「ﾌﾘｰｻｲｽﾞ」用紙の編集をします。図 3-3
   に示す画面が表示されます。 図 3-1．「用紙」画面 

(9)登録する用紙の名称を設定します。 

(10)登録する用紙を使用する際の濃度ﾚ 
  ﾍﾞﾙを設定します。通常は 3です。 

(11)登録する用紙を使用する際の印字濃度 
 を設定します。通常は Aです。 

(12)設定する各項目の単位を設定します。 

(13)登録する用紙のｻｲｽﾞを設定します。 
 *)ｷﾞｬｯﾌﾟｻｲｽﾞは通常 3.0(mm)です。 

図 3-2．「用紙登録」画面 
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図 3-3．「フリーサイズ用紙編集」画面 

設定内容は図 3-2 と同様です。 

(14)各設定値を登録済みの用紙から
  参照します。ｸﾘｯｸすることにより
  図 3-4 に示す画面が表示されま
  す。 

図 3-4．「参照用紙選択」画面 

(15)設定値を参照する用紙を選択します。
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４．動作モード 
 

   図 4 に「動作モード」画面を示します。ここでは以下の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※同期通信印刷 

     ラベルの印字完了を１枚（１アイテム）ごとに確認しながら出力します。 

 

 

 

(1)文書中の文字列 
   は指定されてい 
   る色情報に関係 
   無く黒色印字さ 
   れます。 

(4)濃淡印字を行い
   ません。 
 
(5)写真等を印字す
   る場合に指定し
   ます。 
 
(6)写真等を印字す
   る場合に指定し
   ます。 
 
(7)濃淡の境界がは
   っきりしたｲﾗｽﾄ
   等を印字する場
   合に指定しま 
   す。 
(9)センサ種別を選
択します。 
 
(10)動作モードの
選択を行います。

(8)印字速度を選択 
   します。90 度反 
   転のﾊﾞｰｺｰﾄﾞや 
   罫線などの印字 
   ﾚｲｱｳﾄや使用用 
   紙種により、印 
   字速度・濃度の 
   調整が必要にな 
   ります。 

(2)文書中の文字列 
   は指定されてい 
   る色情報を反映 
   して階調印字さ 
   れます。 

 図 4．「動作モード」 画面 

(11)通信制御設定を 
 指定します。 
 
 同期通信印刷 
  チェック BOX に 
 チェックすること 
 で同期通信印刷に 
 なります。 
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５．デバイスの設定 
 

   図 5 にデバイスの設定画面を示します。ここでは以下の設定を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5．「デバイスの設定」画面 

(3)接続されているﾌﾟﾘﾝﾀのﾌｧｰﾑｳｪｱ情報を 
   取得します。 

(2)接続されているﾌﾟﾘﾝﾀの情報を取得し 
   ます。 

(1)(2)の「情報取得」により取得したﾌﾟﾘ 
   ﾝﾀの設定を表示します。ﾘｽﾄから設定 
   を選択することにより一時的に設定を 
   変更することも可能です。ただし、ﾌﾟ 
   ﾘﾝﾀ本体の DSW が有効になります。 
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６．クリエイトフォント 
   図 6-1 に「クリエイトフォント」画面を示します。ここでは「装飾フォント」と「バーコード 

  フォント」の設定を行います。 

   「装飾フォント」とは、レジデントフォントに対して倍率や回転角度、連番機能等を任意に設定 

  し、それらの設定を反映させた状態のフォントを１つのフォントとして登録したものです。アプリ 

  ケーションソフトの書類上にデータを入力し、そのデータのフォントを装飾フォントにすることに 

  より、印字結果には倍率や回転角度、連番等の設定が反映されます（アプリケーションソフトの編 

  集画面上には反映されません）。「バーコードフォント」とは、アプリケーションソフトの書類上に 

  入力したデータのフォントをバーコードフォントにすることにより、印字の際にはそのデータがバ 

  ーコード化されるというものです。 

   装飾フォントとバーコードフォントは合計 70 個まで登録可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-1．「クリエイトフォント」画面 

(1)装飾ﾌｫﾝﾄを新規登録します。ｸﾘｯｸす
   ることにより図 6-2 に示す画面が 
   表示されます。 

(3)登録済み装飾ﾌｫﾝﾄの設定を変更でき
   ます。ｸﾘｯｸすることにより図 6-2 
   に示す画面が表示されます。 

(4)登録済み装飾ﾌｫﾝﾄを削除します。 

(5)ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄを新規登録します。ｸﾘｯｸ
   することにより図 6-3 に示す画面 
   が表示されます。 

(7)登録済みのﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄの設定を変
   更できます。ｸﾘｯｸすることにより図
   6-3 に示す画面が表示されます。 

(8)登録済みのﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄを削除しま
   す。 

(2)ﾁｪｯｸしておくことにより、「新規登
   録」「変更」を選択した際の初期値
   に、登録済み装飾ﾌｫﾝﾄのﾃﾞｰﾀを適用
   できます。 

(6)ﾁｪｯｸしておくことにより、「新規登
   録」「変更」を選択した際の初期値
   に、登録済みﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄのﾃﾞｰﾀを適
   用できます。 
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図 6-2．「装飾フォントの登録」画面 

(9)登録する装飾ﾌｫﾝﾄ名 
   を設定します。 

(12)ﾌｫﾝﾄｻｲｽﾞを指定
  します。ﾚｼﾞﾃﾞﾝ
  ﾄﾌｫﾝﾄにﾋﾞｯﾄﾏｯ
  ﾌﾟﾌｫﾝﾄを選択し
  た場合は倍率指
  定、ｱｳﾄﾗｲﾝﾌｫﾝﾄ
  を選択した場合
  は幅、高さ指定
  になります。

(13)文字ﾋﾟｯﾁを指定し 
    ます。OCR-A、OCR-B、
    明朝、ｺﾞｼｯｸにたい 
    してはﾌﾟﾛﾎﾟｰｼｮﾅﾙ 
    ﾋﾟｯﾁは指定できま 
    せん。 

(14)回転角度を指定しま
    す。 

(18)ﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄﾌｫﾝﾄにｱｳﾄﾗｲ
  ﾝを選択した時のみ 
  有効にできます。 

(19)連番設定を行います＊）。 
 

(11)装飾情報の有効、無 
    効を設定します。 
    (19)の連番設定のみ 
    利用する際は無効に 
    してください。 

(10)ﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄﾌｫﾝﾄを
  選択します。

(15)白黒反転を指定しま 
    す。 

(16)ﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄﾌｫﾝﾄに
  X23 または X24
  を指定し、倍率
  で幅、高さ共に
  ３倍以上を指
  定した時のみ
  有効にできま
  す。 

(17)ﾚｼﾞﾃﾞﾝﾄﾌｫﾝﾄに
    ｺﾞｼｯｸまたは明
    朝を選択した時
    のみ有効にでき
    ます。 

(20)登録するﾊﾞｰ 
    ｺｰﾄﾞﾌｫﾝﾄ名 
    を設定しま 
    す。 

(21)ｽﾄﾘﾝｸﾞﾌｫﾝﾄとして登録するか、
    ﾌｧｲﾙﾌｫﾝﾄとして登録するか選 
    択します。ｽﾄﾘﾝｸﾞﾌｫﾝﾄとﾌｧｲﾙﾌ
    ｫﾝﾄの違いはﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀの指 
    定方法にあります。ｽﾄﾘﾝｸﾞﾌｫﾝ
    ﾄの場合、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀは直接ｽ
    ﾄﾘﾝｸﾞﾌｫﾝﾄを利用するｱﾌﾟﾘｹｰｼｮ
    ﾝの書類上に入力してください。
 
  例） 491234512345 
 
  下線部のﾌｫﾝﾄ種をｽﾄﾘﾝｸﾞﾌｫﾝﾄに
  してください。 
 
    ﾌｧｲﾙﾌｫﾝﾄの場合、ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀ
    は別途作成したﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙに記 
    述し、ﾌｧｲﾙﾌｫﾝﾄを利用するｱﾌﾟ
    ﾘｹｰｼｮﾝの書類上にはそのﾃﾞｰﾀﾌ
    ｧｲﾙの絶対ﾊﾟｽ名を入力してだ 
  さい。 
 
  例） C:\bar.dat 
 
  ﾊﾞｰｺｰﾄﾞﾃﾞｰﾀを記述した 
  「＊.dat」というﾃﾞｰﾀﾌｧｲﾙをﾃｷ
  ｽﾄ形式で作成し、下線部のﾌｫﾝﾄ
  種をﾌｧｲﾙﾌｫﾝﾄにしてください。
 
  両ﾌｫﾝﾄともﾁｪｯｸﾃﾞｼﾞｯﾄの値は自
  動計算されます。 

(22)登録するﾊﾞｰ 
    ｺｰﾄﾞ種を選 
    択します。 

(23)ﾊﾞｰｺｰﾄﾞの詳 
    細を設定し 
    ます。ｸﾘｯｸす
    ることによ 
    り図 6-4 に 
    示す画面が 
    表示されま 
    す（この画 
    面は(22)で 
    選択したﾊﾞｰ 
    ｺｰﾄﾞ種に依 
    存します）。 

図 6-3．「バーコードフォントの登録」画面 

(24)装飾ﾌｫﾝﾄ同 
    様に連番機 
    能を指定し 
    ます＊）。 
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 ＊）連番設定例 

   図 6-2(19)、図 6-3(24)の連番設定における各項目の内容を以下に示します。 

 

       有効・無効     ：連番設定を有効にするか無効にするか選択します。無効にする際は図９－２(11) 

                  の装飾情報設定が有効になっている必要があります。 

       16 進ﾓｰﾄﾞ・10 進ﾓｰﾄﾞ：連番の対象を１６進数とみなすか１０進数とみなすか設定します。 

       同一発行枚数    ：何枚発行する度に連番させるか設定します。 

       増減値       ：連番毎の加算値または減算値を設定します。 

       連番有効桁数    ：連番させる桁数を設定します。 

       下位無効桁数    ：連番させる最小桁以下の桁数を設定します。 

 

   モード：１６進モード   同一発行枚数：２   増減値：５   連番有効桁数：２   下位無効桁数：３ 

   印字データの初期値：００Ｆ８００１とした場合 

   連番有効桁は図 6-5 に示すようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

   連番動作は図 6-6 に示すようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6-4．「UPC－A 詳細設定」画面 

図 6-3 の(22)「ﾊﾞｰｺｰﾄﾞ種」で選択した 
ﾊﾞｰｺｰﾄﾞに対応した詳細設定ﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示 
されます。以下に登録可能なバーコードの 
種類を示します。 
 
   UPC-A 
   UPC-E 
   JAN-8/ENA-8 
   JAN-13/ENA-13 
   CODE39 
   CODE93 
   CODE128 
   ｲﾝﾀｰﾘﾌﾞﾄﾞ 2of5 
   NW-7 
   ｶｽﾀﾏｰﾊﾞｰｺｰﾄﾞ 
   QR ｺｰﾄﾞ(ﾓﾃﾞﾙ 1) 
   QR ｺｰﾄﾞ(ﾓﾃﾞﾙ 2) 
   QR ｺｰﾄﾞ(ﾏｲｸﾛ QR) 
   PDF417 
   MAXI ｺｰﾄﾞ 
   ﾃﾞｰﾀﾏﾄﾘｯｸｽｺｰﾄﾞ 
      μPDF417 

発行枚数 印字データ 
１枚目 ･････････ ００Ｆ８００１ 
２枚目 ･････････ ００Ｆ８００１ 
３枚目 ･････････ ００ＦＤ００１ 
４枚目 ･････････ ００ＦＤ００１ 
５枚目 ･････････ ０００２００１ 
６枚目 ･････････ ０００２００１ 
７枚目 ･････････ ０００７００１ 
８枚目 ･････････ ０００７００１ 

同一発行枚数２ 

図 6-6．連番動作 

０ ０ Ｆ ８ ０ ０ １ 

下位無効桁数 

連番有効桁数 

図 6-5．連番有効桁 
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７．ユーティリティ 
   図 7 に「ユーティリティ」画面を示します。ここではプロパティの各タブで設定した値をイニシ 

ャルファイルとして保存したり、保存されたイニシャルファイルを読み込むことにより、各設定を 

一括設定することができます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7．「ユーティリティ」画面 

(1)ｲﾆｼｬﾙﾌｧｲﾙとして保存するﾌｧｲﾙの保
   存先を直接指定します。拡張子は 
   「ini」にしてください。 

(2)ﾌｧｲﾙ参照ﾀﾞｲｱﾛｸﾞを利用して保存先
   を指定します。 

(3)保存先指定後にｸﾘｯｸしてください。

(4)読み込むｲﾆｼｬﾙﾌｧｲﾙを直接指定します。

(5)読み込むｲﾆｼｬﾙﾌｧｲﾙを、ﾌｧｲﾙ参照ﾀﾞｲｱ

   ﾛｸﾞを利用して指定します。 

(6)読み込むｲﾆｼｬﾙﾌｧｲﾙを指定後にｸﾘｯｸ
   してください。 
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８．サトー専用ポートの追加設定手順 
   「印刷先のポート」に「サトー専用ポート」を選択すると、各ポートに対して詳細な設定が可能 
  となります。以下にサトー専用ポートの追加手順と各ポートの設定手順を示します。 
 

 8-1．サトー専用ポートの追加手順 

    図 8-1-1 に「詳細」画面を示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)「ポートの追加(T)…」をｸﾘｯｸして 
   ください図 8-1-2 に示すﾀﾞｲｱﾛｸﾞ 
   が表示されます。 

図 8-1-1．「ポート」画面 

図 8-1-2．「ポート追加」ダイアログ 

(2)「SATO PT … Port Monitor」の中から、ご使 
   用になる接続先ﾃﾞﾊﾞｲｽに対応したものを選択し
   「新しいﾎﾟｰﾄ(P)…」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。
   図 8-1-3～図 8-1-4 に示すように、追加するﾎﾟ
   ｰﾄに対応したﾀﾞｲｱﾛｸﾞが表示されます。 
 

接続先ﾃﾞﾊﾞｲｽが COM ﾎﾟｰﾄのとき選択してください。 

接続先ﾃﾞﾊﾞｲｽが LAN ﾎﾟｰﾄのとき選択してください。 
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    ①シリアル（SATO PT COM）ポート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    ②LAN（SATO PT LAN）ポート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 8-1-3．「SATO COM ポートの追加」ダイアログ 

(4)接続先のﾎﾟｰﾄ名を設定 
   してください。 

(5)出力するﾃﾞﾊﾞｲｽを選択 
   してください。 

(4)接続先のﾎﾟｰﾄ名を設定 

   してください。 

(5)ﾌﾟﾘﾝﾀに設定されている 

 IP ｱﾄﾞﾚｽを入力してくだ 

 さい。IP ｱﾄﾞﾚｽの設定方 

 法に関しては「ﾈｯﾄﾜｰｸﾂｰ 

 ﾙ説明書」の 3-2 を参照 

 してください。 

 

図 8-1-4．「SATO LAN ポートの追加」ダイアログ 
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 8-2．サトー専用ポート設定手順 

    図 8-2-1 に「ポート」画面を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1)設定を行うｻﾄｰ専用ﾎﾟｰﾄを選択して

   ください。 

(2)「ﾎﾟｰﾄの構成(C)」をｸﾘｯｸして下さい。

   図 8-2-2～図 8-2-3 に示すように 

   (1)で選択したﾎﾟｰﾄに対応したﾀﾞｲｱﾛ

   ｸﾞが表示されます。 

図 8-2-1．「ポート」画面 



 

14 14

    ①シリアル（SATO PT COM）ポート 

     図 8-2-2 に「SATO COM ポートの設定」ダイアログを示します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 8-2-2．「SATO COM ポートの設定」ダイアログ 

(2)ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ数を選択します＊）。 

(1)ﾎﾞｰﾚｰﾄを選択します＊）。 

 

(4)ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄを選択します＊）。 

(3)ﾊﾟﾘﾃｨﾋﾞｯﾄを選択します＊）。 

(5)ﾌﾛｰ制御を選択します＊）。 

(6)設定を初期値にします。 

     ﾎﾞｰﾚｰﾄ   ：19200    ﾃﾞｰﾀﾋﾞｯﾄ ：8 

     ﾊﾟﾘﾃｨ    ：なし     ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ：1 

     ﾌﾛｰ制御  ：なし 

＊）(1)～(5)の設定値はﾌﾟﾘﾝﾀ側の設定値と

等しくしてください。ﾌﾟﾘﾝﾀ側の設定は

シリアルインタフェースボードのディッ

プスイッチにて行います。 

(7)送信タイムアウト時間を設定します。

(8)送受信間隔時間を設定します。 
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    ②LAN（SATO PT LAN TCP/IP）ポート 

     図 8-2-3 に「SATO LAN ポートの設定」ダイアログを示します。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  ※WAN 環境で使用する場合には、送受信タイムアウト値が初期値の 20 秒では足りない場合があり 
   ます。その際には、タイムアウト値を伸ばしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1)ﾈｯﾄﾜｰｸに接続されているﾌﾟﾘﾝﾀの IP ｱﾄﾞﾚｽを入力

   してください。IP ｱﾄﾞﾚｽの設定方法に関しては「ﾈ

   ｯﾄﾜｰｸﾂｰﾙ説明書」を参照してください。 

    

図 8-2-3．「SATO LAN ポートの設定」ダイアログ 

(3)送受信のﾀｲﾑｱｳﾄ値を設定します。 

   ﾌﾟﾘﾝﾄｻｰﾊﾞにﾃﾞｰﾀ送信時、失敗した場合ﾀｲﾑｱｳﾄ値

   まで送信を繰返します。 

(4)ﾌﾟﾘﾝﾄｻｰﾊﾞへの接続時のﾀｲﾑｱｳﾄ値を設定します。

(2)ﾎﾟｰﾄ番号を入力してください。 

   範囲は、1～9999 になります。 

(5)受信終了時間を設定します。 

(6)送受信間隔時間を設定します。 
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